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規則 (明治9年H月制定)と幼稚園規則 (明治 10年7月制定)を比較し、松野の伝習が草創期
の附属幼稚園に与えた影響を明らかにする。
第2章では、豊田が筆記した松野の幼稚園教育理論について検討する。「代紳録 一の浄写」に











た。また、読み易さを考慮して、句読点を加えた。         ｀
1)「フレー ベル氏幼稚園論ノ概旨」『同人社文学雑誌』第5号 六～人丁 1876年9月16日
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2 伝習 された保育内容 と方法
(1)保育内容
松野が教授した内容を分類すると、次の通りである。①子どもへの関わり方、②子どもの遊び
に対する考え方と援助、③遊戯の指導 (「家鳩」の遊戯の例)、 ④戸外での遊び (土遊びの例)、 ⑤





































































































































































































































































表2 明治9年H月 仮定    東京女子師範学校
時 間 月 同 火 同 水 同 木 同 金 同 土
九 時 ヨ リ
九時半迄
揃 ヒ 同 揃 ヒ 同 揃 ヒ 同 揃 ヒ 同 揃 ヒ 同 揃 ヒ
九時半 ヨ リ
十時迄






















保拇受業 同 保 拇 受
業
同 保拇受業 同 保 拇 受
業
同 保 拇 受
業















































積 ミ方 形体ノ置キ方 木箸ノ置キ方
環ノ置キ方 剪紙 剪紙貼付
針画 縫画 石盤図画 織紙 畳紙 木
箸細工 粘土細工
木片ノ組ミ方 紙片ノ組ミ方
貝ノ遊ビ 鎖ノ連接 計数 博物理解
説話 唱歌 体操 遊戯
(2)保育内容














































































































































































1)日本保育学会編『 日本幼児保育史』第一巻 フレー ベル館 1968年 pp.88-89
"山川菊栄「敬宇先生の額」佐波宣『植村正久と其の時代』教文館 1976年 新補遺p.224の中村正直「母親之心得序」(近藤鎮三訳)『母親の心得』 1875年「敬宇文集」巻六所収 十四
丁


























原銀の「幼稚園方法」との関係―」『佐賀大学文化教育学部研究論文集 第12集第 1号』 2007

























The Gifts   (通塵」塾)
Gift l.The Ball.   (ラR)
Gift 2.Globe,Cylinder,Cube.(球、円柱、立方体)
Gift 3. First Building―box. (病責ノト)
Gift 4. SecOnd Building―box. (濁責フト)
Gift 5. Third Building―box. (莉責フト)
Gift 6. Fourth Building―box。 (濁責フト)
Gift 5B. Fifth Building―box。 (滑責ノド)
Surfaces (板並べ)
Gift 7.Squares。(正方形)
Gift 8.Right―angled isosceles triangles.(直角二等辺三角形)
Gift 9.Right―angled scalene triangles.(直角 (不等辺)三角形)
Gift 10.Equilateral triangles.(正三角形)
Gift ll.Obtuse―angl d isosceles triangles.((鈍角)二等辺三角形)
Gift 12.Slats for lnterlacing,(組板)
Gift 13. Laying―sticks. (牟韓i立′ミ)
Gift 14.Rings. (輪並べ)
Gift 15.The Thread.(糸)
Gift 16. Stones. (石)  Shells. (貝)
27
The Occupations  (イ乍業∋
1.Pattern Pricking。 (411糸氏)
2.Pattern Stitching. 轍 糸氏)
3.Drawing。(線画)














三冊の「代紳録」の内容を分析した結果、「第1節 子ども観及び幼児への教育方針 1 子ど
も観 2 幼児への教育方針」、「第2節子どもの遊びと援助方法 1 遊びと目的 2 自然物
に触れる教育的意義 3幼児と環境 4援助方法における留意事項」、「第3節幼稚園教育の役
割と恩物の教育的意義 1幼稚園教育の役割 2心の教育―畏敬の念の育成- 3恩物の教














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































或いは独楽或いは二重独楽となる性質をもつている」と説明している (「全」P.17 図 17)。「代
紳録 全」には、「立方体を初め手で隠した後、一つの面だけをみせて立方体の性質を理解させる」
方法が書いてある (「全」P。16図18)。

















































































































































































































なり」。積木遊びは総て、「美麗 修学 営生」の三つの目的を心にとめて教育する時は、誤 りは
ないと述べている。 (「全」P.41図20)









二個の三角柱から成っている立方体で、総計二十九個になると解説している (「全」P.41 図 21)。


















































































































Slats for lnterlacing。(組板 )







































































































































































註p湯川嘉津美『 日本幼稚園成立史の研究』風間書房 2001年 pp.174‐176
りGoldamme■H。,αX]biergなten ドイツ語第3版の英訳第2版(1895年版)1877年p.13
3)小原國芳・荘司雅子「幼稚園教育学」『フレー ベル全集』第四巻 玉川大学出版部 1981年
pp.29-30
∂国吉栄『関信三と近代日本の黎明』 新読書社 2005年 p.290
ダ関信三『幼稚園記』p.23
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′  、 ・  ヽく  , i′ 7.
意 寺 ネ 又祥 リ ド
「球の遊び」(三十二丁) 図 3
「手を動かす遊びでは、「チークターク」という時計の音にあわせて、手を下に振る形にする遊戯





























































































































































































































1園 保拇 7名 男 46名
女 54名
100名

































1園 保拇 5名 男 86名
女 65名
151名








































第一恩物六球法 第二恩物三体法 第二恩物第一積体法 第四恩物第二積体法 第五恩物第
二積体法 第六恩物第四積体法 第七恩物置板法 第人恩物置箸法 第九恩物置環法 第十
恩物図画法 第十一恩物刺紙法 第十二恩物繍紙法 第十三恩物剪紙法 第十四恩物織紙法
第十五恩物組板法 第十六恩物連板法 第十七恩物組紙法 第十八恩物摺紙法 第十九恩物



























































































30分 第二 第二積体法 第二積体法 第四積体法 置板法 置箸法 剪紙法











































仝 仝 仝 仝 全
64
(第二開誘室〉



















































仝 全 仝 仝 仝
(第二開誘室〉























































































































































































































































































自由遊戯 自由遊戯 自由遊戯 自由遊戯 自由遊戯 自由遊戯
従十二時 至十
二時三十分
午飯 午飯 午飯 午飯 午飯
従十二時三十分
至午後一時
名詞及貝ノ遊 置鎧及脩身話 組紙 連板 及木片
及名詞
剪紙及貼付
従一時 至二時 恩物講義 恩物用法 恩物用法 恩物講義 恩物用法
















































1)Wiebe,E.   動θ  PaFaごゴsθ  οF  のゴfabοど  a17″  θどゴdθ  ιθ  Kinaer―物rl17erS.  ″リゴιaJ7  Fra″θ/
物´ ∂、.ノ∂δa pp.8-9
"氏原銀「幼稚園方法」は『幼稚園教育と健康教育』(ひかりのくに昭和出版 1960年)の中に所収。⇒井上久雄『近代日本教育法の成立』風間書房 1969年 pp.2H-213→小西信人「私の監事時代」1929年『幼児の教育』第29巻第 1号 p.220『文部省第8年報』1880年 P.415
の「蒐めた幼稚園史料 第一回幼稚園卒業生の思い出」1956年 『幼児の教育』23巻7号 日本幼稚
園協会 pp.11-13
つ高橋清賀子氏所蔵 明治 13年5月18日 半紙の四分の一の用紙に鉛筆にて筆記。め「紐置き」については『東京女子高等師範学校六十年史』(東京女子高等師範学校 1934年 p.81)
と『無終一大浦キミ先生と語る会』 (大浦キミ 天地堂印刷製本所 1969年 p.11)を参照した。
"フレー ベルの運動遊戯については湯川氏の『 日本幼稚園成立史の研究』(風間書房 2001年)pp.149-152,190-192,199,200,205を参照した。Ю)豊田芙雄「保育の栞」14丁lD前掲「蒐めた幼稚園史料 第一回幼稚園卒業生の思い出」 pp.H-131"前掲「保育の栞」9-10丁10樫村勝『茨城女子教育百年の歩み』りll田プリント 1976年 pp.61=62
71
1の倉橋惣三, 新庄よしこ『 日本幼稚園史』1956年 p.1301"関信三『幼稚園記』3巻「図画課フレー ベル氏の法制に係る」を参照。
16p白川蓉子「フレー ベルの『母の遊戯と育児歌』の教育的意義とアメリカ、日本での受容の検討―そ




















































































































































































































































































































































































































































































































































































"梅根悟「第11章 社会変化と民衆教育」『世界教育史大系13 イタリア・スイス』p.202→小林虎五郎 「第六章 民間教育運動の展開」『世界教育史大系13 イタリア・スイス』pp.H9-1210オムリ慶子『イタリア幼児教育メソッドの歴史的変遷に関する研究一言語教育を中心に―』(風間書
房2007年 p.91)のジョー ダ報告書から引用した。
6)同上  pp.85-87
の上野慶子 「イタリアにおけるフレー ベル法受容についての一考察」日本ペスタロッチー・フレー ベ
ル学会紀要『人間教育の探求』第4号 1991年
の前掲『豊田芙雄と草創期の幼稚園教育』「保育の栞」(国語訳/野里房代)の全文pp.265-266
9)「幼稚園教育学」フレー ベル全集 第四巻 玉川大学出版部 1981年 pp.71-72
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18624「(18月尋) 冬、豊 田天功の子小太郎(29歳)と結婚 。冬、l武尿







































































































































941 lF(97月員) 2.1.午後7時20分、近親者に見守られて逝去。 3国民学校令公布。
資 料
現代語私訳 と資料 1「代紳録 一 の浄写」
資料 2     「代紳録 全」
資料 3     「代紳録 二」
「 代 紳 録 」 一 の 浄 写 幼 稚 園 教 育 理 論
(現代 語 私 訳 )
松野 久 良々氏 口授 聞書
第一則
子 どもはみんな、その子 どもに備 わった性質 に よって導 くよ うに し、子 ど
もの性質 をまげて、急 によくしよ うとしてはな りません。最 も大切 に育むベ
きことは、子 どもが 自主的、主体的であって穏や かに発達 し、特 に乳児 はゆ
つた りと教育す ることを、第一の 目的 とす ることです。 この二つが欠 ける と
きは保育者 の資格がない といって もよいのです。
第二則
幼稚 園の保育室やそ の他 の場所 にいる時で も、 関係 の長官その他 の客が出
入 りす る時、幼児 に必ず立礼 を させ な さい。礼(挨拶)は、万物 の霊長である
人間だけがす るものです。礼 を しない時は、鳥や獣 とどこが違 うで しょ うか。
それ故、幼児 が生まれ てす ぐに、 この貴重 な道理 を知 らせ るこ とです。 しか
し、一朝一夕にはこの礼儀 を身 につ けるのは難 しい ことです。徐 々に導 く方
が返 ってや りやす いのです。 だか ら、母や保育者 は、毎 日この 目的 を忘れ な
い よ うに しな さい。
第二則
幼児 が、生まれ てす ぐ手足 を動かすのは、 自然 の摂理 であ り、知覚や身体
の発達 に伴 い、援助す ることが発達 の順序 にあっています。従 つて、母や保
育者 が この機会 をまちがえず、教育 の心 を持 ち、子 どもの世話 をす る時は、
必ず 目的 を達す ることができます。
第 四則
幼児 が、遊 んだ り、物 を壊 した りす るのは、普通の こ とです。 も しこの二
つ を しない時は、 も しか した ら、病気 ではないか と考 えるべ きです。
第五則
幼児 は、園庭 で どろん こ遊び を喜ぶのは、普通の ことです。 しか し、多 く
の父母 は、 これ を危険 に思 った り、悪い こととして子 どもが したが るのを制
止 します。制止す る理 由もわか りますが、返 って よ くないです。 なぜ な ら、
幼児 は知識 を得 た り、理解 を深 めたい と願 つて、土 を掘 った り草木 を折 つた
りす る時、石や 草木 の性質 を発見 します。 これ は、最初 の知覚 を開 くといっ
て もよいのです。 この よ うに幼児 が思 うよ うに楽 しみ、 この時 にこそ、草木
の性質や種 か ら芽 を出す ことな どを教 えます。但 し、幼児が草木果実 な どを
とつた り、壊 した りす るのを勧 めな さい とい うのではあ りませ ん。 あえて、
この よ うな行動 を とめず、その時の状況 に応 じて諭 し、動植物 にも命があ り、
人間 と同 じです。 だか ら、むやみに摘 んだ り壊 した りす るべ きではない理 由
を言 つて聞かせ 、 も しど うして も壊 したい とい う幼児 には 「あなたは これ を
つ くることがで きます か」 と諭 して、「(神の)創造の御 業」のす ば らしさを話
すべ きです。
これ を繰 り返 していいます。幼児 が美 しい庭 を損 な うよ うな こ とをす る時
は、「自分 でつ くって ご らんな さい」と言 つて、その大変 さを知 らせ るよ うに
す るとよいです。
第六則
幼稚園で遊 んだ り遊戯 を した りす るこ とや、物 を使用 して幼児 に見た り触
れ た りさせ るこ とは、五官 の機能 を刺激す ることです。例 えば 「家ば と」の
遊戯 をすれ ば、その遊戯 に内包 され る基本 とな る心は、必ず子 ども心 に起 こ
つてきます。これ は不思議 なこ とです。(保育実践 の中で私 は確認 しま した。)
唱歌 を歌 えば、子 どもの心が歌の中に入 るよ うに導 き、尤 も大切 な五官の作
用 を敏捷 になるよ うに、遊戯 を有効 に計画 し、夫 々の発 達の領域 において楽
しませ、遊戯 が成 り立つ 中に子 どもが 目的 を発見す るよ うに援助す ることが、
母や保育者 の 目的です。
第七則
子 どもが遊び の中で、 自然 に 目的 を見つ けるよ うに導 きな さい。
第人則
真実な る神 さまはいつ も私達 と共 にいて、学んでい る時 も遊 んでい る時 も、
私達 をいつ も守 って くだ さるので安 心です。人間 として、神 さまを尊敬す る
べ きことを諭 してきかせ な さい。
第九則
子 どもはみんな、いわゅる器用不器用 といわれ る性質 を持 っています。 こ
の ことに とらわれず、幼稚 園に入園 した以上 は、 どの子 どもも器用 さや敏捷
性 を身 につ ける ことを、 目的 としなけれ ばな りませ ん。
第十則
どの人 もみんな祖先 がいたので、存在す るのです。 ですか ら、心や手足 を
使 って、勉強 を しなけれ ば、生活す るこ とはできませ ん。 この よ うに簡単な
言葉 で、 しか も幼児 の耳に とどまるよ うに話 して きかせ な さい。
第十一則
遊戯 を楽 しむ 中で、五官 を使 って見た り触 った りす ることで、その事物 を
通 して、思考 を深 めるよ うに導 くことを大切 に しな さい。
例 えば、小型 の船の図を見 ることも、説 明だけで大 きな蒸気船 の船 の話 を
聞 くことも、万 国に共通す る真理 を支 える社会 に関係す る、は るかかなたを
想像す る力 を喚起す ることにな るのです。
第十二則
事物(教材)は一つ と して、位 置が正 しくない よ うにすべ きではあ りませ ん。
位置が も し間違 ってい る時は、事物 をよ く整頓 していないのです。正 しい位
置 にある時は、清浄潔 白を好む気持 ちや寛大 さや慈愛 の心 も芽生 えさせ ます。
世間一般 の幼児 と、幼稚 園に来てす でに教育を受 けた幼児 とを比較 し、 こ
の こ とについて論 じてみ ま しょ う。 まず一般の幼児 は、8個の本片 を出 して
も、「これ は何 のために使 うのですか」とたずね、大体の使い方 がわかること
は稀 です。入 園 した幼児 は、「家や 門、扉 をつ くる ものです」と答 えます。思
考力 を保 ち得 な けれ ば、 この答 えをよくで きませ ん。 これ はいわゅる画工が
絵 の具 を分画 してぬ るよ うに、入園 した幼児 は、他の幼児 よ リー歩思考力 が
進 んでい ることがわか ります。
第十三則
幼児 の 日に入 るものすべては、決 してその心 を疎 かにす るべ きであ りませ
ん。大人 に とっては些細な こととぃ って も、幼児 に とっては、大切 な知的発
達 の機会です。 それ故 、丁寧 に導 き、注意す る時 は、楽 しみつつ新 しい発見
や発 明 もできます。
例 えば、正方形 の木、或いは長方形 の木 な どを並列 に並べ るの を学ぶ 時、
後 に 自分 が好む面 白い様 々な物体等 を造 り出 します。
その時 こそ、幼児の遊びの意 味があ ります。 これ は取 りも直 さず、思考 し
よ うとす る心が一歩進 んだ とい うこ とです。私芙雄 は、 自分 の経験 に よって
これ を証 明 します。
第十 四則
幼児 が も しわがままをい うな らば、たび たび教 えて、それで もや めない時
は、戸外 に出 した り、遊戯 の中に入れ ない よ うに した りす る と、子 ども自身
が反省す るものです。
第十五則
事毎 に説 明 し、丁寧 に関わ りな さい。 しか し、活動 内容が細 かす ぎて、幼
児 が飽 きて しま うよ うな時は、害があって も益 があ りません。 そのため、保
育者 は よく注意 を して、幼児 に適切 な言葉 で、簡単に話 しな さい。
第十六則
事物 にはすべ て元素 があ り、郷音が あることな ども示 しな さい。
第十七則
唱歌は必ず用 いな さい。旋律 が正 しい ことが必要です。一般 に母親や乳母
は、乳幼児 を快 く寝かせ るために、いわ ゆる子守唄な どを歌い ます。乳幼児
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が気持 ちよくねむ るこ とは、 自然 の理 にかなっています。 です か ら、保育 中
に運動遊戯 をす る時は、必ず唱歌 を用い な さい。
第十人則
事物 はすべて元素か ら成 立す るこ とを教 えな さい。響音 を保 有す る元質 も
また同 じです。
第十九則
物質 はすべて 中立質 ある理 を教 えな さい。極岡1極弱反対物 が第一です。 そ
の中立質 は柔質 です。極厚極薄の色 があ ります。 其の中分 を得 た色員Jち中媒
です。数 は一二三、二則 中媒又天地 間に山 と渓谷 とは大 きく反対 にあ るもの
です。 どこへ行 くにも、 中分 を経過 しな けれ ばよ くできませ ん。 これ によっ
て幼児 を導 き、その理 を理解 させ るには、まず短 く簡単 に、みやす くして、
幼児 が もてあそぶ に適 してい るのは第二恩物です。 その木の球 は立方体の よ
うに、いわゅる反対 で、 中間の性質 を持 ち、 円長体です。此の物体 について
事物 の中立であ る形 を覚 え させ な さい。諸線類 もまた同 じです。斜線 は平直
の中だち とな ります。
第二十則
保育者 は終始小児 の心意 を持つべ きです。 ここに掲 げ る項 目によく注意 を
し、一つの事柄 といって も、いい加減 に過 ごしてはな りませ ん。
第二十一則
神 は 日々私達 の父母 をは じめ、私 たちをいつ も守 り平安 を与 えます。その
ため、人 間 としてその無上の恩 に報 い よ うとす る心か ら、常に離れ ない よ う
に と丁寧 に諭 しな さい。
フ レーベル氏 は、子 どもが生まれ て約 二 ヶ月 を経過すれ ば、母親 は この教
育 に着 目し、幼稚 園に入 るまで教育す ることを待つ ことはない といっていま
す。
す でに 2,3ヶ月 を過 ぎた幼児 は、 フ レーベル氏 のいわゆる 自然の理 に よっ
て、糸製の六色球 で幼児 にあそばせ ます。7,8ヶ月 を過 ぎる頃には、六色球
に換 えるのに、それ は関連 があって、多少異質の物 に します。つま り、第二
恩物 の木球、立方体、長 円形 が これ です。つ ま り、球形 は同形 で異質 な もの、
方形 は、球 とは全 く相反 す るもので、長 円形 は球 と方体の 2つの性質か ら成
立 した中分質です。 フ レーベル の教育の意 図、いわゆる反対一致終始結合 の
理 の一分 をまず示す ものです。 そ してお ょそ百般 の事、宇宙間の物全 ては反
対結合 の理 にあてはま らない ものはな く、終始異変す るのです。
フ レーベル の説 によると、幼児 は生後三 ヶ月の頃 よ り、耳で聞 くこ とがで
きます。この時 に こそ幼児 の五官の働 きを、理解す ることができるで しょ う。
幼児 はす で に説 明 した球や 日用器 具玩器 等 に対 し、愛す べ き小 さな声 でたず
ね るこ とが あ ります。 この時 に母親 は、最 も注意 を しな けれ ば な らない大切
な時 です。 なぜ な らば 自分 で物 の形 を観 察 し、音 に も聞 き入 るか らです。 こ
の よ うに、即 ち五 官 に よる動 作 が だ んだ ん発 達 し、知識 をえて啓発 され る要
因 とな る こ とを、母親 が確信 しま しょ う。
前 章 に既 に述 べ た よ うに、生後 人 九 ヶ月 の頃 に は、 も う耳で 聞 くこ とが で
きます。 物 の形 を既 に確 認 しで き るため、六色球 の玩 具 にか えて第 二恩 物 を
使 用 して、短 い歌 あ るい はお話 を添 えて誘 導 を しな けれ ばな りませ ん。 これ
は、 自ら感 じた り五官 の働 き を助 け る一 つ の 良い方 法 です。 しか し、過度 に
な る時 は よ くない のです。簡 単 で短 いお話 、 あ るい は歌 をま じえなが ら遊 ぶ
と、最 も よいの です。
そ こで、前 に も言 つた よ うに、有 生無 情 を知 らない で、問い か ける よ うな
時 は、 これ は最 も有用 な物 体 教科 の一端 を聞いて い るの で、つ ま り幼児 の心
の発 達 は ここか ら始 ま ります。 この よ うな理 由に よ り、一つ の小 さな ボール
とい つて も、 あ えてお ごる よ うな言 葉 で話 して はな りませ ん。 その言 葉 は、
幼 児 の記 憶 に と どま り、生涯 忘 れ ない こ と とな るか らです。
す で に幼児 は満 2歳か ら 3歳の頃 に教 育す るの に、第 二恩物 8個の木 片 を
使 って、手 で遊 ぶ こ とが きま りです 。 そ して、 この年 か ら、幼 児 は幼 稚 園で
保 育 を受 けて、社会 の悪 習 に染 ま る こ とな く、 さ らに人類 が最 も愛 し、身 近
な社会 にお け る年齢別 の集 団遊 び に よって 自分 自身 を発 揮 し、 かつ あ らゆ る
活動 を一切 の遊 戯 中に含 む方 法 につ いて 、各 自の個性 に応 じてそ の後 どの よ
うな活 動 にお い て も、 目的 をみつ け る こ とがで き るよ うに、学齢満 6歳にな
るまで保 育 し、 卒 園後 小 学校 に入 学 します。 フ レーベル 氏 が考案 した法則 で
は、二十 の恩物 が必要 です。 この方 法 の よ うに、第 一 に 自然 の法則 に基づ か
ない もの はあ りませ ん。 い わ ゅ る 自然 の法則 と称す るも、本 当に侮 る こ とは
で きない のです。
フ レーベル 氏 の説 に よる と、お よそ幼稚 園の教 育 は、大 き く別 けて 2つの
科 か ら成 立 してい ます。 そ の一 つ は、「物 体教科 」 で、 も う 1つは 「事 業教
科 」です。「物 体教科 」とは一切 の物 体 に 関す るこ とです。例 えば左右 にあ る
椅子や卓 等 の類 は、そ の成 り立 ちを観 察 す るの に、 まず 1つの箱 を選 んで考
えを要す る時 は、平行 にお けば、直列 に反 対 の形 をつ くるよ うに、ほ とん ど
の物 は総 て この理 を持 つてい ない ものは あ りませ ん。 そ の よ うに、 この反対
一致 の想 像 をす る心 を喚起 し、その反 対 にあ る ものの原 理 と結 合 し、 同 じ理
にな ります。 す なわ ち知恵 を磨 く基礎 とな ります。
「事業 教科 」 とは何 で しょ うか。 諸 事業 諸 工芸 に よって百般 百物 の模 型 を
つ く り、つ ま り工作工業 の練磨研 究 の基礎 とな るこ とを 目的 とします。
の よ うに教育 し、その 目的 を誤 らず導 きな さい。そ の恩物の使用法 は、




まず、直径 二寸(1寸は約 3.03cm)の六色 球で、一つ 目は赤色 、二つ 日は
青色、三つ 日は黄色。 この三色 を基本 の色 と言います。 四つ 日は柑色 と言 い
ます。五つ 目は緑色 と言います。六つ 目は紫色 と言います。最初 に幼児 に赤
球 を見せ ます。その二寸(約6,06cm)の直径 球は、幼児 の手 には最 も保 ちや
す く、かつ大 き過 ぎず また小 さ過 ぎませ ん。 そのため幼児 は時 に、 日の 中ヘ
入れ るこ ともす るので、教 えて入れ ない よ うにすれ ば、本 当に幼児 に適 して
います。 っま り、赤色 は太陽 を表 してい ます。次 に黄色 は大地 の球 です。色
は大土(黄土)です。
青色 は則 ち私達 の生活す る空 間を表 しています。 つま り、赤色 と黄色 を混
色 して柑色 がで きます。黄色 と青色 を混色 して緑色 がで きます。赤色 と青色
が混色 して紫色 が生まれます。 この よ うに、色 を示 して、その他色 について
の説 明が必要です が、他 の所 で説 明 しま しょう。 このよ うにあ らゆる物の形
を比較 し、様 々な比較 によって説話 を通 して、想像力 を喚起 させ な さい。球
は幼稚 園においては、最 も幼 い学年 に与 え、色のみ を 示す ことに用いな さい。
しか し、今 わが国 にお ける完全 な幼稚 園は稀 なので、恐 らく一般 の家庭 で も、
球 を用いて遊ぶ ことはめったにない ことで しょう。 です か ら、初級 の小児 に
は、球 を使 って遊 ば させ、丁寧 に説 明 をす るの も、大変 よい こ とです。
幼児 は次第 に成長 してく形や色等 を認知 で きるよ うにな る頃、人、九 ヶ月
に至 る頃で、六色球に換 るのに、 これが縁 固ある同形 の物です。第二恩物 は
木 の球、立方体、長 円体です。円体はす なわち形が同 じで質が異 つています。
立方体は全 く球 とは反対 です。長 円体 は球方二体 が生 じた もので、つ ま り反
対物 の中分質 に様体 とも含 まれ ています。終始結合 の理 由によ ります。
すべ て反対 0-致、終始・ 結合 の理 由は、 ここにい くつかの例 をあげて言
います。 た とえば、 ここに五十斤 の 目量の石があ ります。 また、十斤量の同
質 の石 が あ ります。す なは ち、大 きく反対 の量です。この中間には、三十斤、
二十斤量の同質 を見つ ける時は、双方が結合 し、つ ま り中立 となるのです。
また、 これ を物 の色 にた とえる時は、 自と黒 は反対 です。 この 中間色 はねず
み色 です。 た とえば山の頂 と渓谷 とが反対であることも、両方へ行 くべ き中





ります 。 ま た、色 で反 対 を知 る こ とは、最 も簡 易 (やさ しい)です 。 赤色 を 日
光 にか ざ して見 る時 は、黒 質 です。 薄赤 は、す な わ ち 白色黒色 とも、殊 に反
対色 にみ え る も結 合一 致 は、必ず証 が あ ります。 この法則 は天 地 間 自然 の理
です が、 これ を発 見す る こ とは難 しい と言 えます。 これ を発 見す るに は、充
分 な注意 力 が必 要 でな けれ ばで きませ ん。 三形体 で もつて これ を追求 しよ う
とす る時 、簡 単 にその共通 した理 由を知 る こ とがで きるの は他 に あ りませ ん。
他 の物 に 由って、そ の反対 と一致 の理 由 を求 め よ うとす れ ば、返 つて煩 わ し
く、 また幼児 が理解 す る こ とが難 しい の で、 この第 二恩 物 を使 用す る と、簡
単 にそ の一端 を知 るこ とがで きます。 これ ゆ え、諸動植 物家什器 具 に至 るま
で、 その成 り立 ちを考 える時 は、 この理 論 が あ ります。 教育者 は、意 図的 に
よ くこの理 由を記憶 し、恩物 を もつて幼 児 を導 く時 は、「脩 学」「営生 」等人
間 に関せ る学事 は ここに発感 し、製 作物 等 を も要 す る時 は、小児 は脳 力 軟 弱
な る故 、返 って倦 怠 し益 が あ りませ ん。 故 に教導者 は殊 に注意 し、楽 しみつ
つ発 明す る こ とを 目的 と します 。
球 はいつ も揺 れ動 い てい ます。 立方 体 はいつ も同 じ位 置 にあ り、動 か ない
ものです 。 立方 体 の三 面 を手 で覆 い 、一 方 を幼児 にみせ る時 は、一平 面 の 四
辺 をみせ ます 。 少 し斜 めにす る と二面 とやや 六辺 もみ えます。 この よ うに し
て、 どこに向 けて も順 次 同 じです。
立方 体 は、六 面 が あ ります が、 四面 あ るいは五 面以上 はみ えませ ん。
立方 を測 量す る時 は、 中心 の直径 と辺 の 中心 と角 か らの 中心直径 はそれ ぞれ
長短 が あ ります 。 この よ うに三 ヶ所 の 中心 の直径 へ 、木線 を通 し、ま た は圏
旋や 糸紐 をつ けて た らす 時 は、長 円形 とな り、車 輪或 い は独 楽 或 いは二重独
楽 とな ります。 これ はその よ うな性 質 を もつてい るか らです。 長 円体 または
円柱 体 は、一 つ の 円の面 と二つ の平面 を持 つてい ます。円の面 は球 に比較 し、
二つ の平 面 は立方 体 と比較 で きます 。 これ は 中分 つ ま り中だ ち となって、反
対 を一致 させや す い 中間 の物 です。
そ して、 円体 の長 さは平面 の直径 と同 じで、立方 体 とも同一 です。長 円体 の
直径 の 中心へ 糸 を垂 ら しめ ぐ らす 時 は 自の形 をな し、 さ らに一辺 につ け る時
は独 楽 の形 にな ります。
球 は形 体 の基 本 とな るもの です。 長 円体 に至 って は、 それ ぞれ が 固有 の性
質 を もってい ます。それ 故 、幼 児 に示 す の には簡 単 で、しか も幼児 の手 に は、
全 く障 りが ない ので よい のです。 次 に、 立方体 を手 で掴 む時 は、球 とは異 な
る感 じを知 り、反 対 の性 質 が あ る こ とを知 ります。 次 に、球 と立方 の各性 質
を持 つ長 円体 に至 る時 は、先 の二体 の性 質 を益 々知 る こ とで、数句 を刻 ん で
胸 の飾 りと して、いず れ に して もひ と日で幼稚 園保 拇 で あ る こ とを知 るこ と
ができ、 これ が幼稚 園保拇 が最 も優れ てい る点です。
第二恩物第一積体法
この恩物 は第 二恩物 と反対 の性質 です。立方体 の よ うに縦 に切れ ば直線 を
有 し、横 断すれ ば横線 を有 します。 つま り細々 した部分 よ り成 立す る とい う
自然 の法則 による立方体です。
この恩物 は、満 二歳 か ら満 三歳の幼児 に遊 ばせ る とい う規則 があ ります。
以前 に も言 つた よ うに、幼児 はみんなお もちな どをもてあそぶ時は、壊 して
み よ うとい う気持 ちを持 ってい るた め、まず人つ の立方体人個 よ り成 る一寸
六分の立方体で、様 々な模型 をつ く り、物体教科 の主な遊び とします。
また全部 の恩物用法 三則 があ ります。この三則 は楽 しく遊ぶ 中で、「教誨 を
寓せ る(教えを寓話化す る)」 最 も主要 な二則 とな るので、保婦 は よく注意す
る必要があ ります。
この三つ の方式 を以 つて恩物 の主眼 とします。つ ま り、営生式 とは幼児 が
日常生活 の 中で よく熟知 した品物、た とえば、椅子や机 その他 、家の 中にあ
る物 と想定 して親 しみ、間答や会話 を してその概 略 を知覚 させ るのです。
脩学式 とは、想定 した物 品を以つて、計数や幾何学術上 に関係す る体角形
線 を始 め、総て学問的な理 由か ら来 るこ とを説 明 します。
摘美式 とは、 日常、私 たちがみ るもの を美 しい と感 じ、 これ を敬い慕い、
醜悪 なものを自然 に避 け させ 、 この反対 にある美 は、人 が好 ま しい とす る知
覚 を起 こ させ ます。
付 け加 えて言 います。 この三号つ ま り第一積体 は、物 品を想像 して会話 を
す ることが主 とな ります。
フ レーベル の説 による と、 この第二恩物 は、積 体 と置形 の二筒 の規則 があ
ります。 まず、積体法 は これ を幼児 に示す よ うに立方体 の箱 を、少 し蓋 を明
け机 の上 に倒 し、一二三 と指 さして呼び その蓋 を引き抜 き、つ ま り箱 か ら一
の立方体 を出 して、初 めは立方体の概略 を説 明 し、 しば らく熱 心に習 つてい
る時は、幼児 は質問を します。 まず最初 に、たて半分 に分 けて、その三分 の
一個 を示 し、また合わせ 、横 半分 に分 け、数 においては同数 で半分になって
も、その縦横 の差異があるこ とを知 り、また合わせ て中央半分 に分 けます。
また、同数 とい え ども、形 が異なることを知 らせ 、その後4分の 1または 8
分 の 1とし、4個を さらに合 わせて長方形 として、縦横或いは一箇ず つ積 ん
で、方柱 として しだいにその形体 を破壊 しないで、種 々の物体象 門等 をまね
てつ くり、お話や会話 を専用 とし、物体教科脩学営生の二式 をあわせ持 ちま
す。この方法は十五條 の約束があ ります。その一条 は、人個 の木片 をもつて、
一つ も残 さず物体 をつ くることです。
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その二条 は、た とえば一つ の物体 を、次 に他 の形 に変 える時 は、 これ を壊
し、あ らか じめ造 るこ とを しませ ん。 も し、幼児 が 自らこれ を破壊 し、ある
いは保拇 の命令 をきかないで、思いのままに物体 を造 る等 をす る幼児 がいま
す。 これ は よく矯正すべ きです。 このよ うな性質 は、 自負傲慢 の心 を養成す
ることに近いです。注意 を怠 ってはい けない ところです。
その三條 は
幼児 を、教科 に取 り組 ませ る時は、必ず規則 を整頓 しな さい。 この よ うに
言 う時は、幼児 に どの よ うな考 えが あって も、規則 に適 うことは 自然だ と言
えます。故 に規則 はつ ま り所謂 自然 なのです。その一例 を言いま しょ う。 た
とえば置形 をなす時、左右 の差別 がな く、位置が錯 乱す る時は、何 をもつて、
置形 とす るのですか。 あるいは、教 育者 が、我 がままな子 どもの気持 ちに抗
す るこ とを嫌 って、規則通 りに しな くて も、賞賛す るこ とは大 きな非があ り
ます。 た とえ幼児 とい って も決 ま りを守 らず、わがままなこ とをすれ ば、善
悪 がわか るよ うになるで しょ うか。 それ ゆえ、適切 な説話 を用 いて、気づか
せ るよ うに教 えな さい。
その四則 は
ここに一箇の井戸 を掘 つて、その井戸 が六箇の立方体 か ら構成 され ていま
す。 この よ うな時は二箇 を余 します。不用 に属す、 この よ うな ものを不用視
しないで、返 つて これ を必要 な もの を仮設 し、益 々その眠 りか ら呼び起 こす
べ きです。世界 に存在す る物 として、独 立 して役 に立つ ものは大変稀 です。
それ故、六個か ら成 る井戸 を造 る時、残 りはつ ま り左右 に並列 に置 き、或
いは手桶つ るべ 、或いは汲み水の人 な どと適 当に関係 のある名 をつ けて、問
いかけなが ら会話 をす る時は、大変想像力がかきたて られ絶妙 なお も しろ さ
があ ります。
その五條 は
時 として は、教師は人箇の方形 を以つて 自ら物体 の規模 を制 し、幼児 に模
倣 して作 らせ ます。
あるいは、短 く簡単な ものは、幼児 に さらに造 らせ ることもで きます。 し
か し、年齢 にふ さわ しい級 に入 るまでは教師が 自ら物の形 をつ くり、 この方
法 を示す ことの他 はあ りませ ん。その作成 した ものに就 いて、様 々な説話 を
す ることが、教科 中最 も重要な要点です。
その六則 は
幼児 は最 も幼 い年齢 であれ ば、簡単でわか りやすい言葉 を使 つて繰 り返 し、
さらに年長 の幼児 には、 さらに一層適 当な教育的な話 を し、また、 さらに年
長 の幼児 には、大いに教育 に関係 した言葉 をま じえて解説 を しな さい。 た と
えば、一つ の物 体 につ いて も、簡 単 な言葉 を もつて し、 さらに した時 は幼 児
の物 体 が起 る解 を用 い 、 また さ らに年長 の幼児 に は、 そ の物 質 の作用 や 変換
な どそ の物 質等 の概 要 を説 話 しな さい。
そ の七條 とは
物 体教科 の時 、教師 まず 一 、二 の物 体 をまね して造 らせ た る時 は、幼児 は
既 に倦怠 心 を生 ず るもので あ るので 、そ の後 は 自意気 随 の物 体 で あれ 、形 で
あれ 、造 らせ な さい。 この幼 児 の心 に、倦 怠 心 が生 まれ る時 は、返 つて保 育
上害 が あ って も益 はあ りませ ん。 これ はす なわ ち一番 の教育法 です。
そ の人條 は、
幼児 に人 箇 の本 片 で、 いずれ の物 品 を模 倣 して造 らせ る時 は、 その説 明 は
もち ろん必要 とい つて も、そ の物 に就 い て小話 を交 え、用い る こ とは一 つ の
方 法 です 。 幼児 が さらに良 く品物 を造 つ た時 は、 これ を賞す るに、面 白 く、
しか も適 した るお話 で子 どもの心 を喜 ばせ な さい。 あ るい は幼 児 の 中、教 師
の命 令 もきかず 、勝 手 に不正 な る物 体等 を造 つた時 は、 その罰 と して再 び造
る際 の補 正等 を させ 、 よって懲 ら しめ る こ とを よい こ と とします。
その九條 とは、
幼 児 の能 力 が不 充分 で あ る こ とは、 自然 の理 で あ るで、 これ を温 良優 長 に
導 き諭 しな さい。
そ の十條 は、
幼児 が事 業科 に従事す る時 は、 自然 に充 分 にで きない こ とが 、前條 に述 ベ
た よ うにた くさん あ ります。しか し、傍 らか ら教 師 が これ を援 助 す る こ とは、
大変 よい こ とです。 なぜ な ら、幼児 は怠 け心 が生 じ、事 々物 々み な依 頼 心が
増 幅 し、 自主的 な創 造 へ の意 欲 を伸 ばす こ とがで きませ ん。 それ故 、 で きる
だ け励 ま して誘 導 し、幼児 が 自 らその心境 に入 る よ うに しな さい。
そ の十一 條 は、
教 師 まず は、人 箇 の木 片 で家 を造 りな さい指導 る時、それ ぞれ の幼 児 が思
い思 い の家作 りを します。
これ はあ えて妨 げて はい けませ ん。 しか し、異質 な形 を造 る時 は悪 い とみ な
します。
そ の十 二條 は、
幼児 が 自分 の物 体 の作 成 を完 全 に しよ うと して、 隣 りの幼児 の本片 を と採
って補 作す る こ とを禁 じな さい。
そ の十 三條 は、




幼児 が木 片で物体 を造 る時、 さらに整頓せず、ば らば らな形 を表現す る時
は、その子 どものために一つの教訓 を含 んだ話 を説いて諭 しな さい。 た とえ
ば、 ここに甲乙丙丁の 4人の子 どもがいます。 甲児 は、まず、一つの家 を造
りま した。乙児 は一つの井戸 を造 りま した。丙児 は一つの園庭 を造 りま した。
丁児 は一つの机椅子 を造 ります。その時、 甲児 の家屋 は大変弱 くて、大風 で
壊 されて しまいま した。 四人の子 どもがいま した。 よい天気で暖か く、散歩
に適 した よい 日で した。 四人子 どもは、心 をあわせ 、野 を歩 き、草 をつんだ
り花 をみた りしま した。 そ して、四人は楽 しみのあま り帰 るこ とを忘れ、そ
こで楽 しんでい る真 っ最 中で した。 北方 に一帯の黒雲 と風が生 じ、光が 目を
遮 り、暴雨は獅子 の よ うで した。 四人の子 どもは とて もこわがつて、 ど うし
た らよいかわか らな くな りま した。 四人の子 どもは茅葺 きの小 さな家 がある
のを見つ けま した。
これ は天 が与 えた もの と四人 の子 どもは立 ち寄 り、雨 を避 けよ うとしま し
たが、 これ は本 当に粗悪 な茅葺 きの小屋 で したので、す でに雷雨のた めに屋
根 が壊れ、今す ぐに崩れ落 ちそ うな状況 で した。 そのため、大変がつか りし
て、疲れ たので 自分の家 に帰 ろ うとしま した。み な さん も注意 しま しょ う。
これ は、みな さん と関係 のない話 ではあ りませ ん。この よ うに家 を造 る時 は、
堅 固につ くれ ば、雷や風雨をこわが るこ とはあ りませ ん。 しば らくここに と
どまつて、雨が止み風 が穏や かなるのを待 って、帰路 につ けるよ うに、今み
な さんが してい る家作 りは、ほ とん どこれ と似ています。 よく注意す ること
が大切 です。
※ この資料 の一部 は清水陽子・ 高橋清賀子 「豊 田芙雄 の講義 ノー ト「代紳
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